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Robbins (1994) によると、デス・エデュケージョンの効果を評価する際に、 Death
Competencyに注目することが重要である。 DeathCompetencyとは、死に対してうまく対処
しようとする能力のことである (Robbins，1990-91)0 Death Competencyを測定する尺度と
して、 Copingwith Death Scal巴(Bug巴n，1980-81)が挙げられる。この尺度は、ホスピスで
働くボランティアのためのトレーニング過程で発達したものであり、トレーニング後に見られ








とは、 Kubler-Ross(1969)が言う、死に行く過程の最終段階としての「死の受容 (deathacc 
eptanc巴)Jとは異なるものである。死の受容については様々な研究がなされている。例えば、
W ong et al. (1994)は、死の受容を、死を迎えるための心理的な準備であるとして、死の受
容に焦点を当てた DeathAttitude Profil巴-Revised (DAP-R)という尺度を作成した。また













































まらない」を l点、「かなりあてはまらない」を 2点、「ややあてはまらない」を 3点、「どち




「死への不安尺度 (D巴athAnxiety Scale) J 15項目も同時に測定した。丹下(1999)の「青年
期における死に対する態度尺度」の回答方法は、「全くそう恩わない」を 1点、「ややそう思わ
ない」を 2点、「どちらでもない」を 3点、「ややそう思う」を4点、「非常にそう思う」を 5










統計解析には、 SPSSfor Windows 10.0J (Spss Inc.， 2000)、SEFA2001 (Kano， & Harada， 
2001)、 EQS5.6CBentler， 1995)を用いた。
3.結果























たとえ自分が近い将来死ぬことになっても冷静に対処することができると思う o .62 
「死」をごく自然なものであると受けいれることができる。 .62 




































さらに、各因子の適合度の検定において、 GFI(Goodness of Fit Index)、 AGFI(Adjusted 






























































.48** .56** .32 ** 































身近に起こりうる死身近に起こりうる死 死1:対する親和性 他者の死を 死を意味あるものと
について考える能力 に対処する能力 』 受けとめる能力 認める能力
青 死に対する 一.05 一.40* 一.30キキ 一.10 .12 年 恐怖
期
生を全う 一.04 一.25ヰヰ 一.17* .19 *牢 .19 * お させる態度
tす 人生に対して
る 死が持つ意味 .34ヰ* .10 .21本* .27 * .70 * 
死
対 死の軽視 一.06 .19 * 一.04 一.60* 一.25* 
す 死後の生活のる
存在への信念 .04 一.08 一.11 .19 *キ .28宇中態
度 身体と精神
尺 一.09 .09 .02 一.19* .03 
度 の死
判 :p<.Ol，*:pく.05




























(N= 1 3 5) (N= 8 2) t値
平均 (SD) 平均 (SD)
身近に起こりうる死に 22. 58 (6. 39) 20.44 (6.41) 2.39 * ついて考える能力
身近に起こりうる死に 17. 19 (6. 13) 16. 07 (5. 75) 1. 33 対処する能力
死に対する親和性 24. 16 (6. 00) 22. 38 (6. 12) 2.20 * 
他者の死を受けとめる 16.80 (5.10) 16. 26 (5. 32) o. 75 能力
死を意味あるものと認 19. 79 (4.42) 19.24 (4.68) 0.87 める能力
尺度得点合計 100. 52 (18. 02) 94. 39 (19. 99) 2.33 * 
*:p<.05 




差が見られた (F(132， 2)= 3.30， pく.05)。さらに第 2因子について Tukey法による多重比較




(N=78) (N=38) (N=19) F値
平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD)
身近に起こりうる死
について考える能力 23.09 (5.78) 21.97 (4.22) 21.63 (6.84) 0.63 
身近に起こりうる死 18.06 (6.49) 
に対処する能力 15.11 (5.53) 18.11 (4.89) 3.30 * 
死に対する親和性 24.54 (5.67) 23.92 (5.57) 22.21 (5.87) 1.30 
他者の死る能を受力けとめ 16.69 (5.08) 16.63 (5.63) 17.89 (4.36) 0.46 








(N=29) (N=106) t 値
平均 (SD) 平均 (SD)
身近に起こりうる死に 21.66 (6.33) 22.82 (6.42) -0.87 ついて考える能力
身近に起こりうる死に 16.17 (5.18) 17.53 (6.36) -1.06 対処する能力
死に対する親和性 23.52 (5.40) 24.18 (5.77) 自0.56
他者の死を受けとめる 17.38 (5.20) 16.70 (5.12) 0.63 能力
死を意味あるものと認
20.07 (4.96) 19.78 (4.29) 0.31 める能力
















































4 -2. Death Competency 
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